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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

広
島
市
内
で
行
わ
れ
た
記
者

会
見
で
菅
首
相
は
、「
わ
が

国
に
と
っ
て
核
抑
止
力
は
引

き
続
き
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
明
言
し
た
。

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

の
海
外
代
表
ら
の
問
題
提
起

を
受
け
て
、
北
東
ア
ジ
ア
の

非
核
化
な
ど
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
た
。
韓
国
・
中
国
・
米

国
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
北

朝
鮮
の
核
開
発
に
は
対
話
と

交
渉
で
解
決
す
べ
き
と
の
意

見
や
、
米
政
府
の
対
ア
ジ
ア

戦
略
の
中
心
課
題
は
中
国
を

自
国
の
世
界
支
配
網
に
取
り

込
む
こ
と
で
あ
り
、
沖
縄
の

米
軍
基
地
は
中
国
封
じ
込
め

の
た
め
に
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

分
科
会
に
参
加
し
て
、
朝

鮮
半
島
の
非
核
化
を
進
め
る

う
え
で
日
本
政
府
に
大
き
な

役
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
し
か
し
、

民
主
党
政
権
は
核
廃
絶
や
非

核
三
原
則
の
遵
守
の
た
め
の

具
体
的
な
外
交
努
力
を
進
め

る
姿
勢
を
全
く
示
さ
な
い
ば

か
り
か
、
記
念
式
典
の
あ
と

保
有
大
国
の
臨
時
代
理
大
使

が
は
じ
め
て
参
加
し
て
い

る
。

　

開
会
総
会
で
、
秋
葉
忠
利

広
島
市
長
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

す
平
和
市
長
会
議
の
「
２
０

２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
日
本
政
府
に

対
し
て
非
核
三
原
則
の
法
制

化
と
「
核
の
傘
」
か
ら
の
離

脱
を
強
く
求
め
た
。
大
会
で

は
、
核
兵
器
廃
絶
条
約
の
交

渉
開
始
を
求
め
る
声
を
さ
ら

に
大
き
く
広
げ
る
こ
と
な
ど

を
呼
び
か
け
る
広
島
決
議
を

採
択
し
閉
会
し
た
。

　

「
非
核
平
和
の
ア
ジ
ア

を
」
分
科
会
で
は
、
パ
ネ
ル

・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
が

国
連
の
ト
ッ
プ
と
し
て
初
め

て
参
加
し
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
実
現
へ
の
強
い
決
意

　

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
と

い
う
私
た
ち
の
夢
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
」―

―

。
８
月
６

日
の
平
和
記
念
式
典
で
パ
ン

を
分
析
し
、
必
要
な
対
策
を

検
討
し
実
施
す
る
こ
と
②
医

療
安
全
情
報
が
適
切
に
生
か

さ
れ
た
事
例
の
紹
介
③
研
修

等
で
職
員
お
よ
び
患
者
・
家

族
の
意
識
が
高
ま
る
よ
う
働

き
か
け
る
こ
と
④
個
人
責
任

　

小
山
氏
は
、
医
療
安
全
管

理
の
制
度
概
要
か
ら
安
全
管

理
者
の
責
務
に
至
る
ま
で
を

端
的
に
述
べ
、
安
全
管
理
の

要
と
し
て
、
①
職
員
か
ら
医

療
安
全
管
理
者
に
事
故
情
報

等
、
迅
速
に
報
告
し
、
原
因

東大阪・八尾・柏原地区

安全管理講習会を開く

指
す
た
め
に
は
、「
核
抑
止

論
」「
核
の
傘
」
そ
の
も
の

か
ら
の
脱
却
が
必
須
で
、
改

め
て
政
府
に
根
本
的
な
政
策

転
換
を
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
世
界
大
会
を
契
機

に
、
世
界
中
に
核
廃
絶
の
大

き
な
う
ね
り
を
広
げ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
な

が
ら
帰
路
に
就
い
た
。

 

（
事
務
局
・
酒
井
耕
平
）

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

指
針
」
を
活
用
し
て
、
全
必

要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と

と
、
細
部
ま
で
目
を
通
し
院

内
の
患
者
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
な
場
所
に
設
置
し
、
質
問

に
も
答
え
ら
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
医

院
で
の
即
時
実
行
を
促
さ

れ
、
有
意
義
な
講
習
会
で
あ

っ
た
。

（
東
大
阪
市
・
中
西
幹
夫
）

を
追
及
す
る
も

の
と
な
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
⑤
全
職

員
の
自
発
的
医

療
安
全
意
識
の

向
上
を
目
指
す

こ
と―

―

の
５

点
を
挙
げ
た
。

　

さ
ら
に
、
小

山
氏
は
、
協
会

が
発
行
し
て
い

る
冊
子
「
医
療

日
時　

９
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

馬
場
一
美
氏
（
昭
和
大
学
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
講
座

教
授
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
歯
科
臨
床―

合
理
的
診
断
と
対
応
法―

」

９
月
度
生
涯
研
修

「
各
種
ス
プ
リ
ン
ト
の
使
用
・
調
製
方
法
」

南
河
内
地
区

日
時　

９
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

細
木
真
紀
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
咬
合
管
理
学
助

教
）　　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
口
腔
内
科
学
的
発
想
に
よ
る
ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
の
歯
周
治
療
の
考
え
方
」

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

９
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

王
宝
禮
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
医
学
教
室
開
発
室

教
授
）　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

〈休業保障ご加入の先生へ〉

●必ず第三者の医師の診療を受けて下さい
　受診以後の休業が給付の対象です（免責５日間）
●休業中は完全にお仕事をお休み下さい
　短時間の診療や管理者としての執務も業務とみ
なされます

●復業前には必ず主治医の診療を受けて下さい
※保障内容や給付要件、請求方法など詳細は共済
部までお問い合わせ下さい

㉓ 06－6568－7731

休んだらすぐ、保険医協会休んだらすぐ、保険医協会
共済部までご連絡ください共済部までご連絡ください

参加費　医師・歯科医師は５千円、医療関係者は２千円、
　　　　医学生は１千円

○９／18（土）～19（日）○○９／18（土）～19（日）○
第21回核戦争に反対し核兵器の廃絶を求める第21回核戦争に反対し核兵器の廃絶を求める

医師・医学者のつどいin奈良医師・医学者のつどいin奈良
シルクロード終着の都から世界の非核平和をシルクロード終着の都から世界の非核平和を

会場／奈良女子大学講堂 他

市民公開シンポジウム「世
界の平和に向け、奈良から
第一歩を踏み出そう」で
は、NPT再検討会議後の
成果をふまえて核廃絶の展
望について考えます。

○９／19(日) 9：30開場
佐々木梅治氏による芝居・
読み語り「父と暮せば」、
IPPNW理事のティルマン
・ラフ氏による記念講演な
どを開催します。

○９／18(土) 12：30開場

主催　第21回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医
　　　学者のつどい実行委員会／核戦争に反対する医師の会
※参加申し込みは歯科協会事務局（TEL 06-6568-7731）まで

　

協
会
の
東
大
阪
・
八
尾
・

柏
原
地
区
は
８
月
21
日
、
小

山
賢
一
社
保
研
究
部
員
を
講

師
に
、「
安
全
管
理
講
習
」

を
八
尾
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で

開
き
、
11
人
が
参
加
し
た
。

を
示
し
た
。

　

８
月
４
日

〜
６
日
、
原

水
爆
禁
止
２

０
１
０
年
世

界
大
会
が
開

か
れ
、
８
０

０
０
人
が
参

加
し
た
。

　

ま
た
、
平

和
式
典
に
は

米
国
の
ル
ー

ス
駐
日
大

使
、
仏
・
英

と
い
っ
た
核

パ
ン
国
連

事
務
総
長

核
抑
止
力
論
か
ら
の
脱
却
が
必
須

核
兵
器
な
い
世
界
へ 

強
い
決
意

※
参
加
費
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

※
お
申
し
込
み
は
大
阪
総
合
会
計
事
務
所

　

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
２
０
２―

９
２
５
１
）
ま
で

●
講
師　

有
馬　

頼
底
氏

●
演
題　
「
今
の
日
本
、ど
っ
か

　
　
　
　
　
　
　

お
か
し
い
の
や
な
い
か
」

●
日
時　

10
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
半

●
会
場　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（「
天
満
橋
」駅
徒
歩
５
分
）

原水爆禁止世界大会で「核兵器のない世界を」
と訴える参加者＝８月６日、広島市　　　　

日
時　

９
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場　

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室

定
員　

50
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

田
村
仁
孝
氏
（
小
松
病
院
歯
科
・
口
腔
外
科
医
長
）

「
い
び
き
外
来
を
担
う
歯
科
医
と
し
て
の
役
割
」

三
島
地
区日

時　

10
月
２
日
・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30

分

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
・
２
１
６
号
室

　
　
　

Ｊ
Ｒ「
京
橋
」駅「
南
口
」徒
歩
３
分「
大
発
ビ
ル
」２
階

定
員　

25
人　
　

会
費　

会
員
・
家
族
１
万
円（
１
人
に
つ
き
）

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

「
弥
生
会
計
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
記
帳―

初
級
編
」

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
間
違
っ
て
ま
せ
ん
か
？ 

我
流
の
給
与
計
算―

こ
れ
が
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
素
」

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
２
号
会
議
室
（
地
下
鉄
御

堂
筋
線
「
千
里
中
央
」
駅
近
く
）

定
員　

60
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

柿
本
和
俊
氏（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
師
）

「
半
調
節
性
咬
合
器
の
使
い
方
と
そ
の
応
用
」

北
大
阪
地
区

安全管理の要点を学ぶ参加者＝８月21日、八尾市内

（
金
閣
寺
・
銀
閣
寺
住
職
。「
憲
法
９
条
京
都
の
会
」代
表
世
話
人

・
全
国
革
新
懇
呼
び
か
け
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。）

税
理
士
法
人　

大
阪
総
合
会
計
事
務
所

税
理
士
法
人　

大
阪
総
合
会
計
事
務
所

記
念
講
演

記
念
講
演

創
立
創
立
2020
周
年
の
つ
ど
い

周
年
の
つ
ど
い

原水禁リポート


